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情報公開条例に基づく開示状況
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…救急及び防火対象物に関する文書など                                                                                                                                                                                                                                                               
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし                                                                                                                                                                                                                                                               

実　施
機関名

管理者

議　会

監　査

合　計

請求
件数

26

0

0

26

公文書
件　数

26

0

0

26

全部開示

2

0

0

2

部分開示

24

0

0

24

不開示

決　定　区　分　等

0

0

0

0

却　下

0

0

0

0

取下げ

0

0

0

0

あなたの命を守るマイナ救急 消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

酒
々
井
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
6
年
4
月
12
日
、印
旛
郡

酒
々
井
町
上
岩
橋
で
発
生
し
た
救

急
事
案
に
お
け
る
救
急
活
動
】

　
鈴
木 

明
子
さ
ん（
写
真
右
）

　
渡
部 

良
江
さ
ん（
写
真
左
）

令和 6 年 度  決 算 状 況

1  分担金及び負担金
2  使用料及び手数料
3  国庫支出金
4  県支出金
5  財産収入
6  寄附金

決算額（円）区　分
4,643,122,898

2,190,720
22,399,000

0
1,332,625

0

構成比（％）
89.0
0.0
0.4
0.0
0.0
0.0

7  繰入金
8  繰越金
9  諸収入

歳　入　合　計
10  組合債

決算額（円）区　分
70,948,000
7,447,000
35,097,002
434,900,000
5,217,437,245

構成比（％）
1.4
0.1
0.7
8.4

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合　計

区分 合　　計

2,838,397,286
1,283,850,626
520,874,986
4,643,122,898

常備消防費分担金

2,605,651,000
1,199,511,000
487,177,000
4,292,339,000

長期債償還分担金

232,215,286
84,094,626
33,598,986
349,908,898

庁舎建設費負担金

531,000
245,000
99,000
875,000

（単位：円）

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくた
め、次のとおり公表します。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

　佐倉市八街市酒々井町消防組合人事行政運営等の状況

第１ 職員の任免及び職員数に関する状況
１　採用・退職者数について ２　職員数の状況について １　年次有給休暇の状況について（令和６年度）

第６ 職員の服務の状況

平均使用日数
11.8

取得率
31.5%

１　育児休暇の状況について（令和６年度）
第４ 職員の休業の状況

男性職員
6人

女性職員
1人

採用者数
27人

退職者数
13人

（採用者数は令和6年度分、退職者数は令和5年度分）

令和6年
406人

令和7年
409人

（各年4月1日現在）※構成市併任職員3人を除く。

１　勤務時間の状況について（令和７年4月1日現在）
第３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
※内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

１　職員の分限処分の状況について（令和６年度）
第５ 職員の分限及び懲戒処分の状況

※取得率とは、前年度からの繰越日数を含む年次休暇日数に対する
　使用日数の割合です。

 免　職 休　職 降　任 降　給
0 0 1 0

２　職員の懲戒処分の状況について（令和６年度）
戒　告 減　給 停　職 免　職
0 0 1 0

１　職員の平均給与月額等について
第２ 職員の給与の状況

職　種

消　防

令和6年4月1日現在 令和7年4月1日現在

40歳6月

平均給与 平均給与
月　 額
420,342円 40歳6月

平均年齢 平均年齢
給　料
317,947円

諸手当
102,395円

月　 額
435,747円

給　料
325,900円

諸手当
109,847円

第９ 千葉県市町村公平委員会の業務の状況（令和6年度）
１　勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
２　不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし  

救
急
隊
員
が
傷
病
者
の
マ
イ
ナ

保
険
証（
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
活
用
し
、傷
病
者
の
医
療
情
報
等

を
閲
覧
す
る
仕
組
み
で
す
。

●
自
分
の
病
歴
や
飲
ん
で
い
る
薬

を
救
急
隊
に
正
確
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る 

●
円
滑
な
搬
送
先
病
院
の
選
定
や

適
切
な
処
置
が
実
施
で
き
る

●
搬
送
先
病
院
で
治
療
の
事
前
準

備
が
で
き
る

マ
イ
ナ
救
急
は
、健
康
保
険
証
の

紐
づ
け（
利
用
登
録
）が
な
い
と
利

用
で
き
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、家
族
に
も
マ
イ
ナ
救
急
の
仕
組

み
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
救
急
は
、あ
な
た
と
ご
家

族
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

常
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
救
急
と
は
？

利
用
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
6
年
12
月
23
日
、八
街
市
八

街
ほ
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お

け
る
救
急
活
動
】

　
齋
藤 

友
理
奈
さ
ん（
写
真
右
）

　
松
田 

瑠
夏
さ
ん　
（
写
真
左
）

（3）性質別歳出決算額

人件費
物件費
維持補修費
補助費等
公債費

決算額（円）区　分
3,893,675,525
337,128,815
12,300,847
188,202,769
349,908,898

構成比（％）
75.9
6.6
0.2
3.7
6.8

普通建設事業費
 （1）補助事業費
 （2）単独事業費
積立金
歳　出　合　計

決算額（円）区　分
349,060,738
70,835,600
278,225,138

151,775
5,130,429,367

構成比（％）
6.8
1.4
5.4
0.0

100.0

議会個人情報保護条例に基づく開示状況
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

0 0

部分開示

0

不開示

決　定　区　分　等実　施
機関名

請求
件数

公文書
件　数

0

却　下

0

取下げ

0

全部開示

0議　会

個人情報の保護に関する法律施行条例に基づく開示状況
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

請求
件数

19

公文書
件　数

19

全部開示

1

部分開示

18

不開示

決　定　区　分　等

0

却　下

0

取下げ

0

実　施
機関名

管理者

監　査

合　計

0 0 0 0 00 0

19 1 18 0 019 0

※請求された公文書の主な内容…救急及び防火対象物に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

（令和6年4月1日から令和7年3月31日までの請求分）（1）歳入

1  議会費
2  総務費
3  消防費

決算額（円）区　分
1,683,400
2,800,893

4,776,036,176

構成比（％）
0.0
0.1
93.1

4  公債費
5  予備費
歳　出　合　計

決算額（円）区　分
349,908,898

0 
5,130,429,367

構成比（％）
6.8
0.0

100.0

（2）歳出

令和6年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

令和７年度 火災予防ポスター展

■ マイナ救急の流れ

■ マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります

消
防
協
力
者
表
彰

詳しくは
こちら

消
防
組
合
管
内
の
小
学
生
に
、ポ

ス
タ
ー
制
作
を
通
じ
て
住
宅
防
火

に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催

し
ま
し
た
。今
年
度
は
511
点
の
応
募

が
あ
り
、審
査
の
結
果
、次
の
9
名

が
特
別
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。最
優

秀
賞
の
作
品
は
、令
和
7
年
度
の
火

災
予
防
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
消
防
組
合
管
内
に
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

佐
倉
市
立
志
津
小
学
校

5
年　
　
生 

琴
音 

さ
ん

◆
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

　
消
防
組
合
消
防
長
賞

八
街
市
立
実
住
小
学
校

4
年　
東 
由
唯
菜 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

6
年　
萩
野 

真
吏 
さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
染
井
野
小
学
校

5
年　
渥
美 

志
保 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
西
志
津
小
学
校

3
年　
髙
井 

陽
太 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

6
年　
大
西 

菜
穂 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

3
年　
原
田 

莉
菜
子 

さ
ん

第７ 職員の研修の状況（令和６年度）

　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、
救急振興財団等の救急救命士研修及び千葉県自治研修センターの各種研修機関等を利用
し、階層別、職務別研修等を実施している。
　更に、一部の職員を対象とした安全運転講習及び職員の一般教養に関する研修会を実施
し、職員の消防、その他の分野における能力アップを目的とした研修等も実施している。

第８ 職員の福祉及び利益の保護の状況（令和6年度）

１ 職員の安全と健康に関する事業について

２ 公務災害の発生状況について　認定件数　5件
３ 千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業について
概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施している。

４ 千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業について
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施している。

　安全責任者及び産業医、衛生管理者等を選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員
会を開催して職員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っている。また、職員の健康管理
状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職場
巡視・健康相談等を実施している。その他、災害現場での感染予防のため、Ｂ型肝炎･破傷風
等の予防接種を実施している。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

①傷病者が情報
閲覧に同意する

②マイナンバーカードを
読み取る
※暗証番号の入力不要

③隊員が医療情
報を閲覧する

④より適切な処置
や搬送先医療機関
の選定につながる

◆
千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会

　
連
合
会
長
賞

佐
倉
市
立
上
志
津
小
学
校

1
年　
池
田 

悠
衣
花 

さ
ん

◆
千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

6
年　
尾
﨑 

匡 

さ
ん

夏休みには
火災予防ポスターを

かいてね！

ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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〒285-8619　千葉県佐倉市大蛇町281番地　☎043（481）0135

編集発行
佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部企画課企画係

消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

3ページの緊急消防援助隊の
写真の中にいるよ！

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ

表1 表4



佐倉市 八街市 酒々井町
0

1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000

令
和
7
年
度 

警
防
活
動
技
術
千
葉
県
大
会

令
和
７
年
度 

佐
倉
市

市
民
防
災
訓
練

救
急
隊
員
教
育

に
つ
い
て

酒
々
井
町
消
防
団
と
の
連
携
訓
練

令
和
７
年
災
害
発
生
件
数（
１
月
か
ら
12
月
末
）

火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
状
況
は
101
件
で
、

火
災
種
別
ご
と
の
発
生
件
数

は
、建
物
火
災
が
41
件
、林
野
火

災
が
10
件
、車
両
火
災
が
8
件
、

船
舶
火
災
を
含
む
そ
の
他
の
火

災
が
42
件
で
す
。

出
火
原
因
別
で
み
る
と
一
番

多
い
の
が
、「
電
気
関
係
」に
よ
り

発
生
し
た
火
災
で
29
件
、次
い
で

「
た
き
火
、焼
却
行
為
等
」に
よ

る
火
災
が
27
件
、「
放
火（
疑
い

含
む
）」に
よ
る
火
災
が
9
件
、

「
こ
ん
ろ
」に
よ
る
火
災
が
5
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
に
よ
る
火
災
、た
き
火
、

焼
却
行
為
等
に
よ
る
火
災
が
出

火
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。電
気
製
品
の
取
り
扱
い
及

び
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
動
件
数
は
1
6
，

2
5
5
件
で
、前
年
と
比
較
し
て

56
件
の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町

別
に
み
る
と
佐
倉
市
が
1
0
，

5
8
3
件
で
132
件
の
増
加
、八
街

市
が
4
，3
5
4
件
で
126
件
の
減

少
、酒
々
井
町
が
1
，3
1
8
件

で
50
件
の
増
加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
1
1
，0
4
0
件
、次
い

で「
一
般
負
傷
」が
2
，4
3
9

件
、「
転
院
搬
送
」が
1
，1
0
6

件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
194
件
で
前

年
と
比
較
し
て
27
件
の
減
少
で

あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
122
件
、八
街
市
が
55

件
、酒
々
井
町
が
17
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

事
故
種
別
で
は「
建
物
等
に

よ
る
事
故
」が
最
も
多
く
102
件
、

次
い
で「
そ
の
他
」が
44
件
、「
交

通
事
故
」が
35
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

巨
大
地
震
や
土
砂
災
害
な

ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
、被
災
地
の
消
防
力
だ
け
で

は
対
応
が
困
難
な
場
合
、全

国
の
消
防
本
部
か
ら
応
援
の

た
め
に
派
遣
さ
れ
る
部
隊
を

「
緊
急
消
防
援
助
隊
」と
い
い

ま
す
。

平
成
7
年
6
月
の
発
足
以

来
、多
数
の
災
害
派
遣
が
行

わ
れ
て
お
り
、平
成
23
年
3
月

の
東
日
本
大
震
災
で
は
、全

国
か
ら
延
べ
8
，8
5
4
隊

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。近
年

で
は
、令
和
7
年
2
月
に
発

生
し
た
岩
手
県
大
船
渡
市
の

林
野
火
災
や
、令
和
6
年
1

月
の
能
登
半
島
地
震
な
ど
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
か
ら
は
、前
出

の
東
日
本
大
震
災
、大
船
渡

市
、平
成
27
年
9
月
の
関
東・

東
北
豪
雨
に
災
害
派
遣
を
行

消
防
組
合
で
は
、自
ら
の

社
会
的
役
割
を
認
識
し
つ

つ
、傷
病
者
に
対
し
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
、基
本
的

な
能
力
を
身
に
付
け
る
と

い
う
教
育
理
念
の
も
と
救

急
隊
員
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

救
急
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上

や
、救
急
車
に
積
載
し
て
い

る
資
器
材
の
取
り
扱
い
、救

急
救
命
士
が
行
う
特
定
行

為
の
処
置
の
補
助
、救
急
救

命
士
の
資
格
取
得
を
目
指

す
職
員
へ
の
事
前
教
育
な

ど
、住
民
の
皆
さ
ま
の
命
を

守
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

訓
練
に
参
加
し
た
救
急

隊
員
2
年
目
の
消
防
士
は

「
訓
練
で
得
た
知
識
や
技
術

を
現
場
で
活
か
せ
る
よ
う

自
己
研
鑽
に
励
み
、憧
れ
て

い
た
救
急
救
命
士
の
資
格

を
取
得
し
、活
躍
し
て
い
き

た
い
」と
強
い
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り「
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
」が
3
月
1

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。大
切

な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、こ

の
期
間
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
点
検
や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
、住
宅
防
火
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

は
、す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。住
宅
内
で
の
火

災
の
発
生
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ

チ
し
、知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

主
な
取
付
場
所

〇
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

〇
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

〇
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押

す
、点
検
ひ
も
を
引
く
な
ど
し

て
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
〜
７
日
）

急
ぐ
日
も 

足
止
め
火
を
止
め 

準
備
よ
し

【
２
０
２
５
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
】

第
53
回 
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会 

【
水
上
の
部
】

令
和
8
年
1
月
23
日
に
千
葉
県

消
防
学
校
に
て
今
年
度
で
3
回
目

と
な
る
警
防
活
動
技
術
千
葉
県
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、県
内
の
消
防
本

部
が
安
全
を
第
一
と
し
た
中
で
、放

水
活
動
、高
所
進
入
活
動
、破
壊
活

動
及
び
要
救
助
者
搬
送
活
動
の
正

確
性
、迅
速
性
を
競
い
、学
び
合
う

こ
と
を
通
じ
て
、互
い
に
技
術
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

消
防
組
合
で
は
令
和
7
年
11
月

に
、18
チ
ー
ム
に
よ
る
代
表
選
考

会
を
行
い
、佐
倉
消
防
署
が
代
表

に
決
ま
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、県
内
の
消
防
本

部
か
ら
34
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

中
小
隊
長
研
修

令
和
7
年
9
月
9
日
か
ら
3
回
に
わ
た

り
、災
害
現
場
で
隊
員
を
的
確
に
指
揮
し
、

安
全
な
活
動
を
進
め
る
た
め
の
中
小
隊
長

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
中
小
隊
長
は
、火
災
や
救
助
等
の
災

害
現
場
で
隊
員
を
ま
と
め
、的
確
な
指
示

を
出
す
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。現
場
の

状
況
を
把
握
し
、素
早
い
判
断
力
や
徹
底

し
た
安
全
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、座
学
か
ら
実
践
訓

練
ま
で
段
階
的
に
行
い
、指
揮
に
必
要
な

知
識
と
技
術
を
総
合
的
に
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

第
1
回
で
は
、災
害
現
場
で
必
要
な
判

断
力
や
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
考
え
方

な
ど
、指
揮
を
執
る
上
で
の
基
礎
知
識
を

学
び
、指
揮
者
の
視
点
を
養
い
ま
し
た
。

第
2
回
で
は
、刻
々
と
変
化
す
る
状
況

下
で
、隊
の
配
置
や
任
務
を
検
討
し
な
が

ら
指
示
す
る
訓
練
を
行
い
、判
断
力
や
伝

達
の
正
確
さ
な
ど
、現
場
活
動
に
即
し
た

力
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

第
3
回
で
は
、屋
外
で
の
火
災
現
場
を

想
定
し
、煙
や
建
物
の
状
況
、隊
員
の
動
き

を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
安
全
確
保
を
実
践

的
に
学
び
、判
断
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

隊
員
か
ら
は
、「
訓
練
を
通
し
て
、隊
を

安
全
に
導
く
責
任
を
強
く
感
じ
た
」な
ど

の
、意
見
が
あ
り
ま
し
た
。消
防
組
合
で

は
、隊
員
の
能

力
向
上
に
向
け

た
教
育
・
訓
練

を
継
続
し
、災

害
現
場
で
の
安

全
確
保
と
迅

速
な
活
動
が
で

き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

酒
々
井
消
防
署
は
、酒
々
井
町

消
防
団
と
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
11
月
16
日
の
中
継
放

水
訓
練
は
、消
火
栓
や
防
火
水
槽

が
無
い
地
域
で
の
火
災
を
想
定
し
、

河
川
等
か
ら
の
中
継
体
制
の
確
立

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
延
長
や
ポ
ン
プ
か
ら
の
中

継
放
水
、無
線
に
よ
る
情
報
伝
達

な
ど
の
、火
災
現
場
に
お
け
る
消
防

団
と
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
12
月
7
日
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
講
習
会
は
、自
然
災
害
等

に
よ
る
倒
木
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の

救
助
に
対
応
す
る
た
め
、安
全
な

取
扱
い
方
法
と
、倒
木
処
理
の
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
、基
本
操
作
と
切
断
要
領

を
確
認
し
、丸
太
を
切
断
し
ま
し

た
。今

後
も
、消
防
団
と
連
携
し
た

訓
練
を
重
ね
、消
防
防
災
体
制
を

強
化
し
、地
域
の
安
心
・
安
全
を
守

る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

令
和
7
年
8
月
30
日
、兵
庫
県
立
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、第
53
回
全

国
消
防
救
助
技
術
大
会【
水
上
の
部
】が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
大
会
は
、全
国
の

消
防
職
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
、救
助
技
術
の
一
層
の
向
上
と
連
携

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選

手
が
集
ま
り
、緊
張
感
の
漂
う
中
、力
強

さ
と
熱
気
に
満
ち
た
競
技
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

消
防
組
合
か
ら
は
、関
東
地
区
指
導

会
を
勝
ち
抜
い
た
成
田
翔
一
消
防
士
が

基
本
泳
法
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、力

強
く
安
定
し
た
泳
ぎ
で
、見
事
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。消
防
組
合
で
は
、今
後

も
救
助
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
基
本
泳
法
】

「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」で
入
水
し
た

後
、常
に
顔
が
水
面
に
出
た
状
態
で
、

「
ぬ
き
手
」と

「
平
泳
ぎ
」で

25
メ
ー
ト
ル

ず
つ
泳
ぐ
訓

練
。日
本
各

地
で
発
祥
し

た
伝
統
的
な

泳
法
を
用
い

て
い
る
。

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
と

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

【
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
】

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
、

電
気
火
災
か
ら「
家
」と「
地
域
」

を
守
り
ま
し
ょ
う

地
震
は
、揺
れ
に
伴
う
電
気

機
器
か
ら
の
出
火
や
、停
電
が

復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す
る

電
気
火
災
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

火
災
の
過
半
数
は
、電
気
関
係

が
原
因
で
し
た
。感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
、地
震
発
生
時
に
設
定

値
以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
た

と
き
に
、ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン

セ
ン
ト
な
ど
の
電
気
を
自
動
的

に
止
め
る
器
具
で
す
。ご
自
身

で
取
り
付
け
可
能
な
簡
易
タ
イ

プ
の
も
の
や
電
気
工
事
が
必
要

な
分
電
盤
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り

出火原因別件数火災発生件数 建物 林野 車両 その他

救急出動件数
急病 一般負傷 転院搬送 その他

7,195

1,611
832

2,979

612 231 532
866

216 43 193

たき火
焼却行為等
27件

電気関係
29件

放火
（疑い含む）

9件

こんろ5件

その他
18件

不明・調査中
13件
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林
野
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
1
月
〜
5
月
は
、雨

が
少
な
く
、空
気
が
乾
燥
し
、

林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
で
す
。林
野
火
災
の
原
因

は
、た
き
火
や
野
焼
き
か
ら
火

が
燃
え
広
が
る
な
ど
、人
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。特
に
風
が
強

い
日
は
火
が
一
気
に
燃
え
広
が

り
や
す
い
た
め
、火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

詳しくは
こちら

令
和
7
年
10
月
5
日
に
佐
倉

市
立
下
志
津
小
学
校
で
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
津
消
防
署
で
は
、煙
体
験
、

消
火
訓
練
、防
火
衣
と
空
気
呼

吸
器
の
着
装
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。

火
災
を
想
定
し
た
煙
体
験
で

は
、子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま

で
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

濃
煙
内
を
親
子
で
協
力
し
な
が

ら
避
難
し
て
い
る
様
子
な
ど
が

見
ら
れ
、参
加
者
か
ら
は「
想
像

以
上
に
視
界
が
悪
い
こ
と
や
姿

勢
を
低
く
し
て
進
む
避
難
の
大

変
さ
が
実
感
で
き
た
」と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

消
火
訓
練
で
は
、水
消
火
器

を
使
い
初
期
消
火
の
流
れ
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。真
剣

に
取
り
組
む
そ
の
表
情
に
は
実

火
災
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
が
あ

り
ま
し
た
。

防
火
衣
と
空
気
呼
吸
器
の
着

装
体
験
で
は
、県
内
で
唯
一
消
防

組
合
に
配
置
さ
れ
て
い
る
津
波

大
規
模
風
水
害
対
策
車
、志
津

南
出
張
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る

梯
子
車
と
一
緒
に
、防
火
衣
を
着

た
子
ど
も
た
ち
が
記
念
撮
影
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
で
は
、災
害
と
い
う

非
日
常
を
体
験
し
、楽
し
み
な
が

ら
自
助
・
共
助
を
学
び
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ま
に
地
域

の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

た
。惜
し
く
も
入
賞
に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
出
場
を
通
じ
て
得

た
経
験
や
技
術
を
、日
々
の
警
防

活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

う
。電
池
切
れ
の
場
合
に
は
、

電
池
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

〇
設
置
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し

て
い
る
場
合
は
、電
子
部
品

の
劣
化
な
ど
で
火
災
を
感
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、本
体
の
交
換
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

被
災
地
へ
応
援
に
駆
け
付
け
る

緊
急
消
防
援
助
隊

い
ま
し
た
。

消
防
組
合
に
は
、津
波
や

土
砂
災
害
な
ど
の
発
生
に
備

え
、総
務
省
消
防
庁
か
ら
無

償
貸
与
さ
れ
た
津
波
・
大
規

模
風
水
害
対
策
車
を
配
備
し

て
い
ま
す
。災
害
活
動
や
災
害

派
遣
に
際
し
、迅
速
か
つ
的
確

な
活
動
が
行
え
る
よ
う
、万

全
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

※小隊長…消防自動車など1台で編成する隊のことを小隊といい、その隊長を小隊長といいます。
※中隊長…2以上の小隊で編成する隊のことを中隊といい、その隊長を中隊長といいます。

ま
す
。製
品
ご
と
の
特
徴
や
注

意
点
を
踏
ま
え
適
切
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

製品ごとの特徴や
電気火災対策は
こちらから

今、備えよう。
大規模地震時における電気火災対策
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令
和
7
年
度 

警
防
活
動
技
術
千
葉
県
大
会

令
和
７
年
度 

佐
倉
市

市
民
防
災
訓
練

救
急
隊
員
教
育

に
つ
い
て

酒
々
井
町
消
防
団
と
の
連
携
訓
練

令
和
７
年
災
害
発
生
件
数（
１
月
か
ら
12
月
末
）

火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
状
況
は
101
件
で
、

火
災
種
別
ご
と
の
発
生
件
数

は
、建
物
火
災
が
41
件
、林
野
火

災
が
10
件
、車
両
火
災
が
8
件
、

船
舶
火
災
を
含
む
そ
の
他
の
火

災
が
42
件
で
す
。

出
火
原
因
別
で
み
る
と
一
番

多
い
の
が
、「
電
気
関
係
」に
よ
り

発
生
し
た
火
災
で
29
件
、次
い
で

「
た
き
火
、焼
却
行
為
等
」に
よ

る
火
災
が
27
件
、「
放
火（
疑
い

含
む
）」に
よ
る
火
災
が
9
件
、

「
こ
ん
ろ
」に
よ
る
火
災
が
5
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
に
よ
る
火
災
、た
き
火
、

焼
却
行
為
等
に
よ
る
火
災
が
出

火
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。電
気
製
品
の
取
り
扱
い
及

び
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
動
件
数
は
1
6
，

2
5
5
件
で
、前
年
と
比
較
し
て

56
件
の
増
加
で
あ
り
、構
成
市
町

別
に
み
る
と
佐
倉
市
が
1
0
，

5
8
3
件
で
132
件
の
増
加
、八
街

市
が
4
，3
5
4
件
で
126
件
の
減

少
、酒
々
井
町
が
1
，3
1
8
件

で
50
件
の
増
加
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
1
1
，0
4
0
件
、次
い

で「
一
般
負
傷
」が
2
，4
3
9

件
、「
転
院
搬
送
」が
1
，1
0
6

件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
194
件
で
前

年
と
比
較
し
て
27
件
の
減
少
で

あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
122
件
、八
街
市
が
55

件
、酒
々
井
町
が
17
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

事
故
種
別
で
は「
建
物
等
に

よ
る
事
故
」が
最
も
多
く
102
件
、

次
い
で「
そ
の
他
」が
44
件
、「
交

通
事
故
」が
35
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

巨
大
地
震
や
土
砂
災
害
な

ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
、被
災
地
の
消
防
力
だ
け
で

は
対
応
が
困
難
な
場
合
、全

国
の
消
防
本
部
か
ら
応
援
の

た
め
に
派
遣
さ
れ
る
部
隊
を

「
緊
急
消
防
援
助
隊
」と
い
い

ま
す
。

平
成
7
年
6
月
の
発
足
以

来
、多
数
の
災
害
派
遣
が
行

わ
れ
て
お
り
、平
成
23
年
3
月

の
東
日
本
大
震
災
で
は
、全

国
か
ら
延
べ
8
，8
5
4
隊

が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。近
年

で
は
、令
和
7
年
2
月
に
発

生
し
た
岩
手
県
大
船
渡
市
の

林
野
火
災
や
、令
和
6
年
1

月
の
能
登
半
島
地
震
な
ど
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
組
合
か
ら
は
、前
出

の
東
日
本
大
震
災
、大
船
渡

市
、平
成
27
年
9
月
の
関
東・

東
北
豪
雨
に
災
害
派
遣
を
行

消
防
組
合
で
は
、自
ら
の

社
会
的
役
割
を
認
識
し
つ

つ
、傷
病
者
に
対
し
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
、基
本
的

な
能
力
を
身
に
付
け
る
と

い
う
教
育
理
念
の
も
と
救

急
隊
員
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

救
急
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上

や
、救
急
車
に
積
載
し
て
い

る
資
器
材
の
取
り
扱
い
、救

急
救
命
士
が
行
う
特
定
行

為
の
処
置
の
補
助
、救
急
救

命
士
の
資
格
取
得
を
目
指

す
職
員
へ
の
事
前
教
育
な

ど
、住
民
の
皆
さ
ま
の
命
を

守
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

訓
練
に
参
加
し
た
救
急

隊
員
2
年
目
の
消
防
士
は

「
訓
練
で
得
た
知
識
や
技
術

を
現
場
で
活
か
せ
る
よ
う

自
己
研
鑽
に
励
み
、憧
れ
て

い
た
救
急
救
命
士
の
資
格

を
取
得
し
、活
躍
し
て
い
き

た
い
」と
強
い
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り「
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
」が
3
月
1

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。大
切

な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、こ

の
期
間
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
点
検
や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
、住
宅
防
火
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

は
、す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。住
宅
内
で
の
火

災
の
発
生
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ

チ
し
、知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

主
な
取
付
場
所

〇
寝
室
…
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

〇
階
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階

段
上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

〇
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押

す
、点
検
ひ
も
を
引
く
な
ど
し

て
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
〜
７
日
）

急
ぐ
日
も 

足
止
め
火
を
止
め 

準
備
よ
し

【
２
０
２
５
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
】

第
53
回 

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会 

【
水
上
の
部
】

令
和
8
年
1
月
23
日
に
千
葉
県

消
防
学
校
に
て
今
年
度
で
3
回
目

と
な
る
警
防
活
動
技
術
千
葉
県
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、県
内
の
消
防
本

部
が
安
全
を
第
一
と
し
た
中
で
、放

水
活
動
、高
所
進
入
活
動
、破
壊
活

動
及
び
要
救
助
者
搬
送
活
動
の
正

確
性
、迅
速
性
を
競
い
、学
び
合
う

こ
と
を
通
じ
て
、互
い
に
技
術
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

消
防
組
合
で
は
令
和
7
年
11
月

に
、18
チ
ー
ム
に
よ
る
代
表
選
考

会
を
行
い
、佐
倉
消
防
署
が
代
表

に
決
ま
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、県
内
の
消
防
本

部
か
ら
34
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

中
小
隊
長
研
修

令
和
7
年
9
月
9
日
か
ら
3
回
に
わ
た

り
、災
害
現
場
で
隊
員
を
的
確
に
指
揮
し
、

安
全
な
活
動
を
進
め
る
た
め
の
中
小
隊
長

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
中
小
隊
長
は
、火
災
や
救
助
等
の
災

害
現
場
で
隊
員
を
ま
と
め
、的
確
な
指
示

を
出
す
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。現
場
の

状
況
を
把
握
し
、素
早
い
判
断
力
や
徹
底

し
た
安
全
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、座
学
か
ら
実
践
訓

練
ま
で
段
階
的
に
行
い
、指
揮
に
必
要
な

知
識
と
技
術
を
総
合
的
に
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

第
1
回
で
は
、災
害
現
場
で
必
要
な
判

断
力
や
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
考
え
方

な
ど
、指
揮
を
執
る
上
で
の
基
礎
知
識
を

学
び
、指
揮
者
の
視
点
を
養
い
ま
し
た
。

第
2
回
で
は
、刻
々
と
変
化
す
る
状
況

下
で
、隊
の
配
置
や
任
務
を
検
討
し
な
が

ら
指
示
す
る
訓
練
を
行
い
、判
断
力
や
伝

達
の
正
確
さ
な
ど
、現
場
活
動
に
即
し
た

力
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

第
3
回
で
は
、屋
外
で
の
火
災
現
場
を

想
定
し
、煙
や
建
物
の
状
況
、隊
員
の
動
き

を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
安
全
確
保
を
実
践

的
に
学
び
、判
断
力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

隊
員
か
ら
は
、「
訓
練
を
通
し
て
、隊
を

安
全
に
導
く
責
任
を
強
く
感
じ
た
」な
ど

の
、意
見
が
あ
り
ま
し
た
。消
防
組
合
で

は
、隊
員
の
能

力
向
上
に
向
け

た
教
育
・
訓
練

を
継
続
し
、災

害
現
場
で
の
安

全
確
保
と
迅

速
な
活
動
が
で

き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

酒
々
井
消
防
署
は
、酒
々
井
町

消
防
団
と
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
7
年
11
月
16
日
の
中
継
放

水
訓
練
は
、消
火
栓
や
防
火
水
槽

が
無
い
地
域
で
の
火
災
を
想
定
し
、

河
川
等
か
ら
の
中
継
体
制
の
確
立

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
延
長
や
ポ
ン
プ
か
ら
の
中

継
放
水
、無
線
に
よ
る
情
報
伝
達

な
ど
の
、火
災
現
場
に
お
け
る
消
防

団
と
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
12
月
7
日
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
講
習
会
は
、自
然
災
害
等

に
よ
る
倒
木
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の

救
助
に
対
応
す
る
た
め
、安
全
な

取
扱
い
方
法
と
、倒
木
処
理
の
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
、基
本
操
作
と
切
断
要
領

を
確
認
し
、丸
太
を
切
断
し
ま
し

た
。今

後
も
、消
防
団
と
連
携
し
た

訓
練
を
重
ね
、消
防
防
災
体
制
を

強
化
し
、地
域
の
安
心
・
安
全
を
守

る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

令
和
7
年
8
月
30
日
、兵
庫
県
立
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、第
53
回
全

国
消
防
救
助
技
術
大
会【
水
上
の
部
】が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
大
会
は
、全
国
の

消
防
職
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
、救
助
技
術
の
一
層
の
向
上
と
連
携

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選

手
が
集
ま
り
、緊
張
感
の
漂
う
中
、力
強

さ
と
熱
気
に
満
ち
た
競
技
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

消
防
組
合
か
ら
は
、関
東
地
区
指
導

会
を
勝
ち
抜
い
た
成
田
翔
一
消
防
士
が

基
本
泳
法
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、力

強
く
安
定
し
た
泳
ぎ
で
、見
事
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。消
防
組
合
で
は
、今
後

も
救
助
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
基
本
泳
法
】

「
じ
ゅ
ん
か
飛
び
込
み
」で
入
水
し
た

後
、常
に
顔
が
水
面
に
出
た
状
態
で
、

「
ぬ
き
手
」と

「
平
泳
ぎ
」で

25
メ
ー
ト
ル

ず
つ
泳
ぐ
訓

練
。日
本
各

地
で
発
祥
し

た
伝
統
的
な

泳
法
を
用
い

て
い
る
。

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
と

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

【
大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
】

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
、

電
気
火
災
か
ら「
家
」と「
地
域
」

を
守
り
ま
し
ょ
う

地
震
は
、揺
れ
に
伴
う
電
気

機
器
か
ら
の
出
火
や
、停
電
が

復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す
る

電
気
火
災
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

火
災
の
過
半
数
は
、電
気
関
係

が
原
因
で
し
た
。感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
は
、地
震
発
生
時
に
設
定

値
以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
た

と
き
に
、ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン

セ
ン
ト
な
ど
の
電
気
を
自
動
的

に
止
め
る
器
具
で
す
。ご
自
身

で
取
り
付
け
可
能
な
簡
易
タ
イ

プ
の
も
の
や
電
気
工
事
が
必
要

な
分
電
盤
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り

出火原因別件数火災発生件数 建物 林野 車両 その他

救急出動件数
急病 一般負傷 転院搬送 その他

7,195

1,611
832

2,979

612 231 532
866

216 43 193

たき火
焼却行為等
27件

電気関係
29件

放火
（疑い含む）

9件

こんろ5件

その他
18件

不明・調査中
13件
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20

25
24

7
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佐倉市 八街市 酒々井町
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林
野
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
1
月
〜
5
月
は
、雨

が
少
な
く
、空
気
が
乾
燥
し
、

林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
で
す
。林
野
火
災
の
原
因

は
、た
き
火
や
野
焼
き
か
ら
火

が
燃
え
広
が
る
な
ど
、人
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。特
に
風
が
強

い
日
は
火
が
一
気
に
燃
え
広
が

り
や
す
い
た
め
、火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

詳しくは
こちら

令
和
7
年
10
月
5
日
に
佐
倉

市
立
下
志
津
小
学
校
で
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

志
津
消
防
署
で
は
、煙
体
験
、

消
火
訓
練
、防
火
衣
と
空
気
呼

吸
器
の
着
装
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。

火
災
を
想
定
し
た
煙
体
験
で

は
、子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま

で
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

濃
煙
内
を
親
子
で
協
力
し
な
が

ら
避
難
し
て
い
る
様
子
な
ど
が

見
ら
れ
、参
加
者
か
ら
は「
想
像

以
上
に
視
界
が
悪
い
こ
と
や
姿

勢
を
低
く
し
て
進
む
避
難
の
大

変
さ
が
実
感
で
き
た
」と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

消
火
訓
練
で
は
、水
消
火
器

を
使
い
初
期
消
火
の
流
れ
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。真
剣

に
取
り
組
む
そ
の
表
情
に
は
実

火
災
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
が
あ

り
ま
し
た
。

防
火
衣
と
空
気
呼
吸
器
の
着

装
体
験
で
は
、県
内
で
唯
一
消
防

組
合
に
配
置
さ
れ
て
い
る
津
波

大
規
模
風
水
害
対
策
車
、志
津

南
出
張
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る

梯
子
車
と
一
緒
に
、防
火
衣
を
着

た
子
ど
も
た
ち
が
記
念
撮
影
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
で
は
、災
害
と
い
う

非
日
常
を
体
験
し
、楽
し
み
な
が

ら
自
助
・
共
助
を
学
び
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ま
に
地
域

の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

た
。惜
し
く
も
入
賞
に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
出
場
を
通
じ
て
得

た
経
験
や
技
術
を
、日
々
の
警
防

活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

う
。電
池
切
れ
の
場
合
に
は
、

電
池
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

〇
設
置
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し

て
い
る
場
合
は
、電
子
部
品

の
劣
化
な
ど
で
火
災
を
感
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、本
体
の
交
換
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

被
災
地
へ
応
援
に
駆
け
付
け
る

緊
急
消
防
援
助
隊

い
ま
し
た
。

消
防
組
合
に
は
、津
波
や

土
砂
災
害
な
ど
の
発
生
に
備

え
、総
務
省
消
防
庁
か
ら
無

償
貸
与
さ
れ
た
津
波
・
大
規

模
風
水
害
対
策
車
を
配
備
し

て
い
ま
す
。災
害
活
動
や
災
害

派
遣
に
際
し
、迅
速
か
つ
的
確

な
活
動
が
行
え
る
よ
う
、万

全
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

※小隊長…消防自動車など1台で編成する隊のことを小隊といい、その隊長を小隊長といいます。
※中隊長…2以上の小隊で編成する隊のことを中隊といい、その隊長を中隊長といいます。

ま
す
。製
品
ご
と
の
特
徴
や
注

意
点
を
踏
ま
え
適
切
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

製品ごとの特徴や
電気火災対策は
こちらから

今、備えよう。
大規模地震時における電気火災対策

3 2

中面 中面
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令
和
7
年
度
警
防
活
動
技
術
千
葉
県
大
会
／
酒
々
井
町
消
防
団
と
の
連
携
訓
練
／

中
小
隊
長
研
修
／
第
53
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会（
水
上
の
部
）／

令
和
７
年
度
佐
倉
市
市
民
防
災
訓
練
／
救
急
隊
員
教
育
に
つ
い
て
…
…
…
…

2

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
／
被
災
地
へ
応
援
に
駆
け
付
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊
／

林
野
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
／
令
和
7
年
災
害
発
生
件
数
…
…
…
…
…
…

3

消
防
協
力
者
表
彰
／
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況
／

令
和
6
年
度
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
／

令
和
6
年
度
決
算
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4

情報公開条例に基づく開示状況
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…救急及び防火対象物に関する文書など                                                                                                                                                                                                                                                               
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし                                                                                                                                                                                                                                                               

実　施
機関名

管理者

議　会

監　査

合　計

請求
件数

26

0

0

26

公文書
件　数

26

0

0

26

全部開示

2

0

0

2

部分開示

24

0

0

24

不開示

決　定　区　分　等

0

0

0

0

却　下

0

0

0

0

取下げ

0

0

0

0

あなたの命を守るマイナ救急 消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
に
、消
防
組
合
か
ら
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

酒
々
井
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
6
年
4
月
12
日
、印
旛
郡

酒
々
井
町
上
岩
橋
で
発
生
し
た
救

急
事
案
に
お
け
る
救
急
活
動
】

　
鈴
木 

明
子
さ
ん（
写
真
右
）

　
渡
部 

良
江
さ
ん（
写
真
左
）

令和 6 年 度  決 算 状 況

1  分担金及び負担金
2  使用料及び手数料
3  国庫支出金
4  県支出金
5  財産収入
6  寄附金

決算額（円）区　分
4,643,122,898

2,190,720
22,399,000

0
1,332,625

0

構成比（％）
89.0
0.0
0.4
0.0
0.0
0.0

7  繰入金
8  繰越金
9  諸収入

歳　入　合　計
10  組合債

決算額（円）区　分
70,948,000
7,447,000
35,097,002
434,900,000
5,217,437,245

構成比（％）
1.4
0.1
0.7
8.4

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合　計

区分 合　　計

2,838,397,286
1,283,850,626
520,874,986
4,643,122,898

常備消防費分担金

2,605,651,000
1,199,511,000
487,177,000
4,292,339,000

長期債償還分担金

232,215,286
84,094,626
33,598,986
349,908,898

庁舎建設費負担金

531,000
245,000
99,000
875,000

（単位：円）

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくた
め、次のとおり公表します。詳しくは、消防本部総務課　℡ 043（481）1190へ

　佐倉市八街市酒々井町消防組合人事行政運営等の状況

第１ 職員の任免及び職員数に関する状況
１　採用・退職者数について ２　職員数の状況について １　年次有給休暇の状況について（令和６年度）

第６ 職員の服務の状況

平均使用日数
11.8

取得率
31.5%

１　育児休暇の状況について（令和６年度）
第４ 職員の休業の状況

男性職員
6人

女性職員
1人

採用者数
27人

退職者数
13人

（採用者数は令和6年度分、退職者数は令和5年度分）

令和6年
406人

令和7年
409人

（各年4月1日現在）※構成市併任職員3人を除く。

１　勤務時間の状況について（令和７年4月1日現在）
第３ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
※内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

１　職員の分限処分の状況について（令和６年度）
第５ 職員の分限及び懲戒処分の状況

※取得率とは、前年度からの繰越日数を含む年次休暇日数に対する
　使用日数の割合です。

 免　職 休　職 降　任 降　給
0 0 1 0

２　職員の懲戒処分の状況について（令和６年度）
戒　告 減　給 停　職 免　職
0 0 1 0

１　職員の平均給与月額等について
第２ 職員の給与の状況

職　種

消　防

令和6年4月1日現在 令和7年4月1日現在

40歳6月

平均給与 平均給与
月　 額
420,342円 40歳6月

平均年齢 平均年齢
給　料
317,947円

諸手当
102,395円

月　 額
435,747円

給　料
325,900円

諸手当
109,847円

第９ 千葉県市町村公平委員会の業務の状況（令和6年度）
１　勤務条件に関する措置要求の状況 該当なし
２　不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし  

救
急
隊
員
が
傷
病
者
の
マ
イ
ナ

保
険
証（
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
活
用
し
、傷
病
者
の
医
療
情
報
等

を
閲
覧
す
る
仕
組
み
で
す
。

●
自
分
の
病
歴
や
飲
ん
で
い
る
薬

を
救
急
隊
に
正
確
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る 

●
円
滑
な
搬
送
先
病
院
の
選
定
や

適
切
な
処
置
が
実
施
で
き
る

●
搬
送
先
病
院
で
治
療
の
事
前
準

備
が
で
き
る

マ
イ
ナ
救
急
は
、健
康
保
険
証
の

紐
づ
け（
利
用
登
録
）が
な
い
と
利

用
で
き
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、家
族
に
も
マ
イ
ナ
救
急
の
仕
組

み
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
救
急
は
、あ
な
た
と
ご
家

族
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

常
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
救
急
と
は
？

利
用
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

八
街
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
6
年
12
月
23
日
、八
街
市
八

街
ほ
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お

け
る
救
急
活
動
】

　
齋
藤 

友
理
奈
さ
ん（
写
真
右
）

　
松
田 

瑠
夏
さ
ん　
（
写
真
左
）

（3）性質別歳出決算額

人件費
物件費
維持補修費
補助費等
公債費

決算額（円）区　分
3,893,675,525
337,128,815
12,300,847
188,202,769
349,908,898

構成比（％）
75.9
6.6
0.2
3.7
6.8

普通建設事業費
 （1）補助事業費
 （2）単独事業費
積立金
歳　出　合　計

決算額（円）区　分
349,060,738
70,835,600
278,225,138

151,775
5,130,429,367

構成比（％）
6.8
1.4
5.4
0.0

100.0

議会個人情報保護条例に基づく開示状況
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

0 0

部分開示

0

不開示

決　定　区　分　等実　施
機関名

請求
件数

公文書
件　数

0

却　下

0

取下げ

0

全部開示

0議　会

個人情報の保護に関する法律施行条例に基づく開示状況
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

請求
件数

19

公文書
件　数

19

全部開示

1

部分開示

18

不開示

決　定　区　分　等

0

却　下

0

取下げ

0

実　施
機関名

管理者

監　査

合　計

0 0 0 0 00 0

19 1 18 0 019 0

※請求された公文書の主な内容…救急及び防火対象物に関する文書など
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

（令和6年4月1日から令和7年3月31日までの請求分）（1）歳入

1  議会費
2  総務費
3  消防費

決算額（円）区　分
1,683,400
2,800,893

4,776,036,176

構成比（％）
0.0
0.1
93.1

4  公債費
5  予備費
歳　出　合　計

決算額（円）区　分
349,908,898

0 
5,130,429,367

構成比（％）
6.8
0.0

100.0

（2）歳出

令和6年度 情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

令和７年度 火災予防ポスター展

■ マイナ救急の流れ

■ マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります

消
防
協
力
者
表
彰

詳しくは
こちら

消
防
組
合
管
内
の
小
学
生
に
、ポ

ス
タ
ー
制
作
を
通
じ
て
住
宅
防
火

に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催

し
ま
し
た
。今
年
度
は
511
点
の
応
募

が
あ
り
、審
査
の
結
果
、次
の
9
名

が
特
別
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。最
優

秀
賞
の
作
品
は
、令
和
7
年
度
の
火

災
予
防
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
消
防
組
合
管
内
に
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

佐
倉
市
立
志
津
小
学
校

5
年　
　
生 

琴
音 

さ
ん

◆
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第７ 職員の研修の状況（令和６年度）

　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、
救急振興財団等の救急救命士研修及び千葉県自治研修センターの各種研修機関等を利用
し、階層別、職務別研修等を実施している。
　更に、一部の職員を対象とした安全運転講習及び職員の一般教養に関する研修会を実施
し、職員の消防、その他の分野における能力アップを目的とした研修等も実施している。

第８ 職員の福祉及び利益の保護の状況（令和6年度）

１ 職員の安全と健康に関する事業について

２ 公務災害の発生状況について　認定件数　5件
３ 千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業について
概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施している。

４ 千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業について
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施している。

　安全責任者及び産業医、衛生管理者等を選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員
会を開催して職員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っている。また、職員の健康管理
状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職場
巡視・健康相談等を実施している。その他、災害現場での感染予防のため、Ｂ型肝炎･破傷風
等の予防接種を実施している。
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①傷病者が情報
閲覧に同意する

②マイナンバーカードを
読み取る
※暗証番号の入力不要

③隊員が医療情
報を閲覧する

④より適切な処置
や搬送先医療機関
の選定につながる
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

3ページの緊急消防援助隊の
写真の中にいるよ！

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ
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